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目的：検視室・遺体安置室の環境改善のために

警察署における検視室・遺体安置室の例

地下一階 駐車場横
地上別棟 など

警察署に遺体が安置される場合、主に突然死や不慮の事故などで、お亡くなりになった方が、
死因や亡くなるまでの事件性などを捜査する為に、検視室で操作が行われ、引取りまでは
警察署の霊安室に安置されます。
検視には、およそ半日～１日の時間を要し、保管は警察署に完備している冷蔵庫ですが、
決して低い温度ではなく、一晩泊まったご遺体から死臭が漂ってしまいます。

感染・テロ対策

死亡原因が感染症などによる場合は、ウイルスや菌などによる警察署員への二次感染
また、万一のテロ（天然痘、化学兵器、炭疽菌、生物兵器、サリンなど）による2次被害なども想定されます。

ご遺体からのウイルス・菌などの2次感染を防ぎ、検視時や遺体との対面時の臭気を脱臭する
警察内での遺体安置環境を改善し、安全な状態での引き渡しまでを想定したマニュアルとします。



オゾン活用のメリット、備蓄調達が不要、家庭用電源と酸素のみで様々なシーンに活用



平時の霊安室（想定）
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遺体安置室のイメージ

操作方法は簡単、可視化できる除染効果

運転モード切替スイッチ
ボリュームダイヤル

連続運転

CT連動

主電源・オゾン生成灯

目標設定CT値に達した場合は自動オゾン回収機能付

CT積算計付オゾンガス BT-088P
●有人環境下で使用可能とする0.1ppmセーフティセンサー内蔵
●軽量でコンパクトなハンディータイプCT計＋オゾンガス発生体の一体型
●簡単、迷わない全自動操作 オペレーションイージー
●日常から災害まで様々な用途に対応
●薬剤不使用、備蓄・調達・管理が不要
●隊員、精密機器、各種資機材、室内全体、様々な用途所に使用可能
●署内各部屋、車内、テント内、現場室内など利用シーンを選びません。
●CT値（数値）による可視化と再現性＆持続性。作業完了（ゴール）がわかる。

室内容積＝５ｍｘ５ｍｘ２．４ｍ
＝６０㎥と仮定

BT-088Pを室内壁面
高さ1.5m～1.8ｍに設置
オゾンはわずかに空気より重い為
上部に設置したほうが拡散する



BT-088P 無人環境下でのオゾン除染 CT値1,000による空間丸洗いイメージ
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1,000 除染時間 約2時間＋高濃度オゾンの分解時間2時間
計4時間で死臭の原因物質を分解可能
更に、ウイルス・菌類、アンモニアなども分解除染

Step1

Step3

室内の臭気が酷い場合、また、定期的なメンテナンスなどを行う場合の
無人の環境において、死臭・ウイルス・菌などを徹底除染する

高濃度オゾンガス
充満
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（オゾンマスク着用ならOK）
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BT-088P 有人環境下でのオゾン散布 0.1ppmセーフティモード 低濃度オゾンの常時除染
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常時・面会時・搬出／搬送時など有人環境下において
死臭などの臭いを分解除染し、緩和し続ける

5.0m

常時0.1ppmの微弱オゾンガスによる死臭の分解

更に、ウイルス・菌類、アンモニアなども分解除染
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備品・装備品・支給品・私物の除染脱臭も可能

検視機器や、署員備品も除染

持ち運びも簡単、部屋全体を“除染室化”する事で、感染防止衣など支給品の再利用も可能

医療機関との移送に使われる車輛内部を全体除染 使用後に臭いの元や付着菌を徹底除染

車輛内に残る臭いの原因物質や
内装に付着した菌やウイルスなどを
オゾンが隙間まで徹底的に除染します。

全国消防署・救急車約500台以上にBT-088、BT-03を導入し
救急隊員の感染防止に活用されています。



参考資料：オゾン水による洗浄も有効です

室内洗浄にオゾン水活用も有効です



オゾン濃度 人体への影響

◎オゾン暴露濃度と人体への影響について

◎労働衛生上のオゾン濃度の許容範囲について
オゾンガス濃度について、米国のACGIH（米国政府関係産業衛生者会議）及び日本産業衛生学会
許容濃度委員会は、0.1ppmを労働環境における許容濃度（８時間の平均値）としている。
（オゾンガスマスクの装備下では制限はない）
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納入実績

全国約240消防本部に納入
500台以上の救急車に搭載されています

北海道
北海道南空知消防組合消防本部
北海道士別地方消防事務組合消防本部
北海道月形刑務所
北海道大雪消防組合消防本部
北海道網走刑務所
北海道岩見沢地区消防事務組合消防本部
北海道檜山広域行政組合消防本部
北海道羊蹄山ろく消防組合消防本部
北海道岩内寿都地方消防組合消防本部
北海道江別市消防本部
北海道南宗谷消防組合消防本部
北海道歌志内市消防本部
北海道砂川地区広域消防組合消防本部
北海道恵庭市消防本部
北海道小樽市消防本部
青森県
青森県五所川原地区消防組合消防本部
青森県三沢市消防本部
岩手県
岩手県花巻市消防本部
岩手県一関市消防本部
岩手県二戸地区広域行政事務組合消防本部
岩手県盛岡地区広域消防組合消防本部
岩手県奥州金ケ崎行政事務組合
久慈市消防本部
宮城県
宮城県仙南地区広域行政組合消防本部
宮城県仙台市消防局
秋田県
秋田県秋田市消防本部
秋田県由利本荘市消防本部
山形県
山形県上山市消防本部
茨城県
茨城県土浦市消防本部
茨城県かすみがうら市消防本部
茨城県茨城西南地方広域市町村圏事務組合消防本部
栃木県
栃木県塩谷広域行政組合消防本部
栃木県佐野市消防本部
栃木県警察本部
群馬県
群馬県伊勢崎市消防本部
群馬県館林地区消防組合消防本部
群馬県多野藤岡広域市町村圏振興整備組合消防本部
群馬県前橋市消防局
群馬県太田市消防本部
埼玉県
埼玉県埼玉西部消防組合
埼玉県羽生市消防本部
埼玉県熊谷市消防本部
埼玉県三郷市消防本部
埼玉県児玉郡市広域消防本部
埼玉県春日部市消防本部
埼玉県消防学校
千葉県
千葉県松戸市消防局
千葉県習志野市消防本部
千葉県市原市消防局
千葉県市川市消防局
千葉県浦安市消防本部
千葉県成田市消防本部

千葉県山武郡市広域行政組合消防本部
千葉県銚子市消防本部
東京都
東京消防庁第三消防方面本部
東京消防庁
総務省消防庁
神奈川県
神奈川県座間市消防本部
神奈川県秦野市消防本部
神奈川県川崎市消防局
神奈川県藤沢市消防局
新潟県
新潟県加茂地域消防本部
新潟県魚沼市消防本部
新潟県三条市消防本部
新潟県南魚沼市消防本部
新潟県十日町地域消防本部
新潟県佐渡市消防本部
富山県
富山県立山町消防本部
富山県東部消防組合消防本部
富山県新川地域消防組合新川地域消防本部
富山県氷見市消防本部
富山県高岡市消防本部
石川県
石川県金沢市消防局
石川県加賀市消防本部
石川県白山野々市広域消防組合消防本部
石川県奥能登広域圏事務組合消防本部
石川県能美市防災センター
石川県奥能登広域圏事務組合消防本部
福井県
福井県敦賀美方消防組合消防本部
福井県嶺北消防組合消防本部
福井県勝山市消防本部
福井県鯖江・丹生消防組合消防本部
福井県永平寺町消防本部
福井県若狭消防組合消防本部
長野県
長野県長野市消防局
長野県北アルプス広域消防本部
長野県岳南広域消防本部
長野県岳北消防本部
岐阜県
岐阜県揖斐郡消防組合消防本部
岐阜県大垣消防組合消防本部
岐阜県可茂消防事務組合消防本部
静岡県
静岡県富士宮市消防本部
静岡県磐田市消防本部
静岡県掛川市消防本部
静岡県御前崎市消防本部
愛知県
愛知県大府市消防本部
愛知県尾三消防本部
愛知県稲沢市消防本部
愛知県蟹江町消防本部
愛知県岡崎市消防本部
愛知県豊橋市消防本部
愛知県岩倉市消防本部
愛知県海部東部消防組合

三重県
三重県松坂地区広域消防組合消防本部
三重県津市消防本部
三重県三重紀北消防組合消防本部
滋賀県
滋賀県湖北地域消防本部
京都府
京都府八幡市消防本部
京都府京都市消防局
京都府相楽中部消防組合消防本部
大阪府
大阪府柏原羽曳野藤井寺消防組合消防本部
大阪府八尾市消防本部
大阪府忠岡町消防本部
大阪府松原市消防本部
大阪府泉州南消防組合泉州南広域消防本部
大阪府大東四条畷消防組合消防本部
大阪府島本町消防本部
大阪府東大阪市消防局
大阪府和泉市消防本部
大阪府茨木市消防本部
大阪府岸和田市消防本部
大阪府箕面市消防本部
大阪府富田林市消防本部
大阪府吹田市消防本部
大阪府大阪市消防局
大阪府枚方寝屋川消防組合消防本部
大阪府摂津市消防本部
大阪府守口門真市消防組合消防本部
大阪府豊中市消防局
兵庫県
兵庫県明石市消防本部
兵庫県宝塚市消防本部
兵庫県加古川市消防本部
兵庫県三田市消防本部
兵庫県小野市消防本部
兵庫県神戸市消防局
兵庫県芦屋市消防本部
兵庫県淡路広域消防事務組合消防本部
兵庫県高砂市消防本部
兵庫県姫路市消防局
兵庫県豊岡市消防本部
兵庫県三木市消防本部
兵庫県宝塚市消防本部
兵庫県西はりま消防本部
兵庫県西宮市消防局
兵庫県川西市消防本部
兵庫県伊丹市消防局
兵庫県西脇市コミュニティ消防センター
兵庫県北はりま消防本部
奈良県
奈良県広域消防組合消防本部
奈良県奈良市消防局
和歌山県
和歌山県和歌山市消防局
和歌山県白浜町消防本部
和歌山県伊都消防組合消防本部
和歌山県有田川町消防本部
和歌山県湯浅広川消防組合消防本部
和歌山県有田市消防本部
和歌山県海南市消防本部
和歌山県橋本市消防本部
和歌山県那賀消防組合消防本部
和歌山県庁

鳥取県
島根県島根県出雲市消防本部
島根県江津邑智消防組合消防本部
島根県大田市消防本部
島根県隠岐広域連合消防本部
島根県浜田市消防本部
島根県安来市消防本部
広島県
広島県大竹市消防本部
山口県
山口県柳井地区広域消防組合消防本部
山口県下松市消防本部
山口県岩国地区消防組合消防本部
山口県萩市消防本部
山口県下関市消防局
山口県光地区消防組合消防本部
山口県宇部・山陽・小野田消防局
山口県周南市消防本部
徳島県
徳島県小松島市消防本部
徳島県みよし広域連合消防本部
香川県
香川県三観広域行政組合消防本部
香川県善通寺市消防本部
香川県高松市消防局
香川県丸亀市消防本部
愛媛県
愛媛県松山市消防局
愛媛県伊予消防等事務組合消防本部
愛媛県上島町消防本部
愛媛県四国中央市消防本部
愛媛県東温市消防本部
愛媛県久万高原町消防本部
高知県
高知県香南市消防本部
高知県高知市消防局
福岡県福岡県みやま市消防本部
福岡県久留米広域消防本部
熊本県
熊本県上益城消防組合消防本部
熊本県熊本市消防局
大分県
大分県杵築速見消防組合消防本部
大分県別府市消防本部
大分県竹田市消防本部
大分県中津市消防本部
大分県豊後高田市消防本部
宮崎県
宮崎県宮崎市消防局
宮崎県串間市消防本部
宮崎県西都市消防本部
鹿児島県
鹿児島県さつま町消防本部
鹿児島県いちき串木野市消防本部
鹿児島県指宿南九州消防組合消防本部
鹿児島県阿久根地区消防組合消防本部
鹿児島県姶良市消防本部
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試験場所

試験項目

試験実施日
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技術責任者

某警察署検視室

脱臭テスト（ニオイセンサーによるにおいの強弱数値検証）

殺菌テスト（RCSエアサンプラーによる室内浮遊菌数測定）

平成29年●月●日 9:30～

鑑識課 検視第●係

係長 匿名 警部

匿名 警部補

株式会社タムラテコ

田村 耕三

BT-1事業部 肉倉

本社 技術開発部 福田

検視室内
無人環境 オゾンガス除染 設定ＣＴ値１０００
脱臭効果検証
浮遊菌の検査結果 報告書

※本試験は ISO13485 の承認基準に準じ実施されております

無人環境下 高濃度オゾン 急速消臭モードテスト



検視室内
無人環境 オゾンガス除染 設定ＣＴ値１０００
脱臭効果検証
浮遊菌の検査結果

報告書

平成29年●月●日に行いました検視室内脱臭効果検証及び浮遊菌の検査結果について、下記の通りご報告申し上げます。

部屋の体積約２００㎥

遺体用冷蔵庫

遺体用冷蔵庫

ご遺体

物入れ

オゾンガス発生器
BT-088

菌採取場所

オゾンガス噴霧前の臭いを測定

においの強弱数値 １５３
ＡＭ９：３５

オゾンガス発生装置ＢＴ－０８８

設定ＣＴ値１０００

オゾン濃度レベル３（ＭＡＸ）

ＡＭ９：４９

ＣＴ値３００

噴霧時間 ２時間３３分

停止時オゾンガス濃度２.１５ｐｐｍ
ＰＭ１２：２８

1：某警察署検視室

2：オゾンガス発生装置
ＢＴ－０８８ ＣＴ値測定装置付（株式会社タムラテコ製）

3：採取方法
脱臭テスト 使用機器

ポータブル型ニオイセンサＸＰ－３２９ｍ（新コスモス電機株式会社製）
浮 遊 菌 使用機器

ＲＣＳエアーサンプラー ４分 １６０L（ Biotest-Serum-Institut GmbH 製）

4：採取菌種
室内浮遊菌 一般細菌

検査方法と実施写真

脱臭効果
検証開始

オゾンガス
噴霧開始

オゾンガス
噴霧停止

本データシートの一部または全部を当社に無断で、転載または複製する事を禁止します。



オゾンガス噴霧前の臭いを測定
においの強弱数値 １５３

ＰＭ１２：２８

オゾンガス噴霧前と噴霧後
エアサンプラーにて検視室の
空気を１６０ℓ採取して菌の
コロニー数を計測

採取日 採取箇所 菌 種 コ ロ ニ ー 数 備考

H29

●/●
検視室

一 般 菌 ３８個
オゾンガス

噴霧前

一 般 菌 ０個
オゾンガス

噴霧後

脱臭効果テスト ニオイセンサーによるにおいの強弱数値検証

浮遊菌の殺菌検証結果

現在日本においては空気清浄度に関する法令基準がありません
弊社ではNASAの定めた規準を準用し、環境管理を行うことが望ましいと考えます。

今回のテストではオゾン除染のＣＴ３００での結果となりました。

脱臭効果は、ニオイセンサーの数値１５０が０になりました。

また人の感覚としては、綾瀬警察署ご担当者様からも今までとは違い
すっきりしていると、効果を認めて頂きました。

菌検査については、左記資料クリーンルームのクラス１００のレベルになっております。
ウイルスは菌より弱い為、ウイルスも不活性化しているといえます。

清浄度

クラス

微 生 物

NASA規準

(個/ft3)

L換算

(個/L)

RCSによる測定

30秒
(個/20L)

1分
(個/40L)

2分
(個/80L)

4分
(個/160L)

8分
(個/320L)

クラス

100
0.1> .0035>

0

(0.07)

0

(0.14)

0

(0.28)

0～1>

(0.56)

1>

(1.12)

クラス

10,000
0.5> 0.0176>

0

(0.352)

1>

(0.70)

1～2>

(1.40)

3>

(2.81)

6>

(5.63)

クラス

100,000
2.5> 0.0884>

1～2>

(1.768)

3～4>

(3.53)

7>

(7.07)

14>

(14.14)

28>

(28.28)

試験結果考察

ニオイセンサー数値は0（ほぼ無臭）

本データシートの一部または全部を当社に無断で、転載または複製する事を禁止します。

噴霧前サンプル培養
▼

▲
噴霧後サンプル培養



ご提案先

試験場所

試験項目

試験実施日

お立ち会い職員様

提案会社

代表

担当

技術責任者

某警察署検視室

脱臭テスト（ニオイセンサーによる、においの強弱数値検証）

殺菌テスト（RCSエアサンプラーによる室内浮遊菌数測定）

平成30年2月

鑑識課 検視第●係 匿名警部補 様

鑑識課 検視第●係 匿名警部補 様

株式会社タムラテコ

田村 耕三

BT-1事業部 肉倉

本社 技術開発部 福田

検視室内
有人環境 オゾンガス濃度0.1ppm以下
脱臭効果検証
浮遊菌の検査結果

報告書

※本試験は ISO13485 の承認基準に準じ実施されております

本データシートの一部または全部を当社に無断で、転載または複製する事を禁止します。

有人環境下 微弱濃度オゾン セーフティーモード消臭テスト



検視室内
有人環境 オゾンガス濃度0.1ppm以下
脱臭効果検証
浮遊菌の検査結果

報告書

平成30年2月21日から3月2日に行いました有人時オゾン濃度0.1ppm以下の環境での
検視室内脱臭効果検証及び浮遊菌の検査結果について、下記の通りご報告申し上げます。

部屋の体積約１３０㎥

遺体用冷蔵庫

遺体用冷蔵庫

ご遺体

オゾンガス発生器
BT-088

菌採取場所

BT-088設置後、
オゾン濃度0.1ppm以下の
継続噴霧

オゾンガス発生装置ＢＴ－０８８

オゾン濃度0.1ppm以下

1：某警察署検視室
2：採取方法

脱臭テスト 使用機器
オゾンガス発生器 BT-088
ポータブル型ニオイセンサＸＰ－３２９ｍ

ＸＰ－３２９ⅢＲ
（新コスモス電機株式会社製）

浮 遊 菌 使用機器
ＲＣＳエアーサンプラー ４分 １６０L（ Biotest-Serum-Institut GmbH 製）

3：採取菌種
室内浮遊菌 一般細菌

検査方法と実施写真

脱臭効果
検証開始

オゾンガス
噴霧機器

本データシートの一部または全部を当社に無断で、転載または複製する事を禁止します。

有人環境下での噴霧を想定

ニオイセンサーにて
10日間に4回のにおい強弱を
計測

遺体用冷蔵庫

2/21
数値277

2/22
数値13

2/27
数値0

3/2
数値-4



脱臭効果テスト ニオイセンサーによるにおいの強弱数値検証

一日目

●/●測定
11:21

オゾンガス
噴霧前

におい測定値

277

●/●測定
10:05

オゾンガス
噴霧

におい測定値

13

計測時0.01ppm 計測時0.09ppm

●/●測定
10:22

オゾンガス
噴霧

におい測定値

0

●/●測定
10:03

オゾンガス
噴霧

におい測定値

-4

前夜
処置あり

本データシートの一部または全部を当社に無断で、転載または複製する事を禁止します。

計測時0.09ppm

二日目 八日目 十日目



オゾンガス噴霧前と噴霧後
エアサンプラーにて検視室の
空気を１６０ℓ採取して菌の
コロニー数を計測

浮遊菌の殺菌検証結果

清浄度

クラス

微 生 物

NASA規準

(個/ft3)

L換算

(個/L)

RCSによる測定

30秒
(個/20L)

1分
(個/40L)

2分
(個/80L)

4分
(個/160L)

8分
(個/320L)

クラス

100
0.1> .0035>

0

(0.07)

0

(0.14)

0

(0.28)

0～1>

(0.56)

1>

(1.12)

クラス

10,000
0.5> 0.0176>

0

(0.352)

1>

(0.70)

1～2>

(1.40)

3>

(2.81)

6>

(5.63)

クラス

100,000
2.5> 0.0884>

1～2>

(1.768)

3～4>

(3.53)

7>

(7.07)

14>

(14.14)

28>

(28.28)

試験結果考察

本データシートの一部または全部を当社に無断で、転載または複製する事を禁止します。

ご担当者様の御意見

某警察署 鑑識係様の実感

・検視室に入った時には臭いは無くなった。

・処置中も臭いが軽減されていると思う。殺菌もされていると思うと安心です。

・特に夏場には助かります。

採取日 採取箇所 菌 種 コロニー数 備考

H30 ●/●

検視室

一 般 菌 26個 オゾンガス

噴霧前

H30 ●/● 一 般 菌 2個 オゾンガス

0.1ppm以下

噴霧

H30 ●/● 一 般 菌 2個

H30 ●/● 一 般 菌 0個

報告書作成日 平成３０年３月５日 葛飾警察署 様

現在日本においては空気清浄度に関する法令基準がありません。
弊社ではNASAの定めた規準を準用し、環境管理を行うことが
望ましいと考えます。
今回のテストではオゾン濃度0.1ppm以下での結果となります。

脱臭効果は、においセンサの数値は１０日間の噴霧にて処置後、
ご遺体が出ていても０になりました。

殺菌効果は、一般細菌がオゾン噴霧前は２６個でしたが、前夜に処置
がある場合でも、０～２個のレベルになりました。

菌検査については、添付の参考資料のクリーンルームの
クラス100～10,000レベルになっております。ウイルスは菌より弱い為、
ウイルスも不活性化してしいるといえます。
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